
喬木村リニア中央新幹線対策委員会［第６回］ 
日時：平成３０年３月２９日（木） 午後７時００分 
場所：喬木村福祉センター    多目的ホール   

１ 開会 

 

２ あいさつ 

   ・委員長 

   ・村長 

３ 委員紹介 

 

４ 説明内容 

    

５ その他 

 

６ 閉会 



①リニア本線用地取得の進捗状況 

②ガイドウェイヤードの進捗状況 

③代替地登録制度 

④H30年度リニア関連予算 

⑤H30年４月組織改正 

⑥今後の予定 

本日の説明内容 



※この図に示す構造物の大きさ等は現時点での計画の概要であり、最終形とは異なる可能性があります。   

  

：線路中心 

：用地取得範囲の目安 

：付替・新設道路 

：測量・調査範囲の目安 

北 

：付替水路 

設計中 

天竜川 

喬木村内における用地取得について 
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喬木村内における用地取得について 



補償内容及び 
補償金額のご説明 

補償金額の算定 

用地取得は、概ね次の手順で進めさせていただきます。 

契約の締結 

補償金のお支払い 
（残金払い・一括払い） 

補償金のお支払い 
（前金払い） 

土地の登記・建物等の 
移転及び土地の明け渡し 

・長野県内（飯田市を除く）における中央新幹線の用地取得につきましては、 
地域の事情に精通した長野県へ、用地取得事務の一部を委託しております。 
・用地測量につきましては、中日本高速道路㈱に委託しております。 

所長指摘事項：構成を修正 

用地測量 
建物等の 
調査 

測量結果の 
ご確認 

調査結果の 
ご確認 

用地取得・補償の手順 



用地測量 建物等の調査 

対象となる方 
 ◎事業用地に土地をお持ちの方 
 ◎隣接に土地をお持ちの方  

対象となる方 
 ◎事業用地に土地をお持ちの方 
 ◎事業用地に建物をお持ちの方 
 ◎事業用地で借地、借家を 
   されている方 
 ◎事業用地で耕作されている方 

測量結果のご確認 調査結果のご確認 

用地取得・補償の手順 



用地測量 

補償等に関するご説明 
〈補償の対象となる方〉 

 皆様方へ個別に連絡のうえ、用
地測量を進めさせていただきます。
土地境界の確認にあたっては、
隣接地を含めた地権者様に現地
で立ち会っていただきます。 
 

建物等の調査 

 事業用地に必要となる土地にあ
る建物等をお持ちの皆様方へ個別
に連絡、訪問のうえ、建物等の調
査を進めさせていただきます。 

 土地等をお譲りいただかなければならない方には、今後、土地や建物等の補
償の内容や種類に関する説明会（用地補償説明会）を行った後に、個別に補償
等に関するご説明を実施していく予定です。 

測量結果のご確認 調査結果のご確認 

今後の進め方 



現時点では、概ね以下のとおりを予定しています。 

喬木村 
（阿島北地区） 

H29年度 H30年度 H31年度 
以降 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 

用地測量及び建物等
の調査 

補償額の算定 

用地補償説明会 

補償内容の個別説明 

ご契約・明渡し 

・長野県内（飯田市を除く）における中央新幹線の用地取得につきましては、 地域の
事情に精通した長野県へ、用地取得事務の一部を委託しております。 
・用地測量につきましては、中日本高速道路㈱に委託しております。 

今後のスケジュール 



 
 平成２９年  ４月：農振除外説明会 
                                         
 平成２９年  ６月：農振除外申請 
    
   平成２９年 １０月：地権者説明会        
 
 平成２９年 １２月：借地契約説明会 
  
 平成３０年  ３月：基本協定書締結 
 
  
 相続手続きが完了次第、農地転用申請を行う。 
 農地転用完了後、発生土を活用しない造成工事の発注を行う。 
 なお、工事発注前までに工事施行協定書の締結を行う。 
    

⇒関係者（２７名）のすべての方から 
     申請について同意をいただく 
 

⇒ヤード造成計画、隣接村道拡幅計画 
  についてご説明 

⇒１２月 除外許可 

⇒借地開始（平成３０年１月１日～） 

ガイドウェイヤード経緯と今後の予定 

平成２９年度の経過 

平成３０年度の予定 



100m 
・面積：約5.5ha（内農地：約3.8ha） 
・主な土地利用状況：田畑、雑種地など 

ガイドウェイヤード計画地 航空写真 



0.50% 

0.20% 

0.50% 
0.20% 

調整池 

100m 
※各種協議、設計等により、今後変更する可能性があります 11 

現況高402.2 現況高402.6 
現況高：404.7 

出入口（案） 

ガイドウェイヤード設置に伴う造成計画 



Ａ－Ａ’断面図  

天竜川 

堤防 

村道 

備考：概算造成土量 
    約110㎡×約340ｍ＝約38,000ｍ3 

平面図 

0.20% 0.20% 

Ａ 

Ａ’ 

※各種協議、設計等により、今後変更する可能性があります 
12 

※詳細な形状等について 
 河川管理者と協議中 

ガイドウェイヤード設置に伴う造成計画（造成断面イメージ） 



調整池 

※各種協議、設計等により、今後変更する可能性があります 
100m 

：集水桝        ：Ｕ型側溝 

天竜川へ 

出入口（案） 

ガイドウェイヤード設置に伴う造成計画（雨水排水） 



調整池 

※各種協議、設計等により、今後変更する可能性があります 
100m 

埋設管渠 

既設水路より接続 既設水路に接続 

出入口（案） 

既設水路 

既設水路 

ガイドウェイヤード設置に伴う造成計画（既存水路切回し） 



駐車場 

ガイドウェイ側壁製作スペース 

ガイドウェイ保管スペース 

電気部品保管 
スペース 

調整池 
資材置場 部材倉庫 

駐車場 

休憩所 

   凡 例 
   ：現況道路 
   ：拡幅箇所 

両側歩道（歩道幅２．５ｍ×２） 

電気部品取付 
スペース 

ガイドウェイ保管スペース 

道路標準断面図 

竜
東
井 

歩
道 

歩
道 

※各種協議、設計等により、今後変更する可能性があります 

ヤード側に拡幅 

道路縮尺合わせる 

片側歩道 
（北側、歩道幅２．５ｍ） 

現道約５ｍ 拡幅約７ｍ 

※拡幅箇所は一時的に借地いたします 

県道接続部の形状等を村、県、警察と協議します 

隣接村道拡幅計画 



【課題等】 
 ①ガイドウェイヤードとして使用後は、農地として現況復旧は大変困難  
  である。 
 ②地権者の中には後継者等の関係で、後利用ができるのか不安に思 
  う 声が多い。 
 ③地権者が個人的に跡地利用を考えると、虫食い状態の開発になる 
  可能性が高い。 
 
【村の考え】 
  リニア長野県駅に近く、まとまった面積であるため、村が主体となり、  
  竜東地域の玄関口として跡地の利用計画を作成していく。 
 
【契約について】 
  土地賃貸借契約は、地権者・JR東海・村の三者契約とする。また、別 
  途賃貸借契約終了後に村が土地を買収する売買予約契約を行う。 

「地元、村、警察と」を後へ 

土地賃貸借契約終了後の土地利用 



 喬木村（以下「甲」という。）と東海旅客鉄道株式会社（以下「乙」という。）とは、乙の中央新幹線建設に必要なガイドウェイ製

作・保管ヤード（以下「ヤード」という。）の工事の施行その他について、次のとおり協定を締結する。 

 （目的） 

第１条 この協定は、工事並びに工事に必要となる用地処理に必要な事項を定め相互に協力し取り組むことを目的とする。 

（工事の位置） 

第２条 工事の位置は別紙１のとおりとする。  

（工事の工程） 

第３条 工事の工程は別紙２を基本とする。工事の工程を変更する場合は、別途甲乙協議するものとする。 

（工事の施行） 

第４条 工事は、甲が施行するものとし、施行項目は以下のとおりとする。 

・造成盛土 

・附帯設備設置（調整池、排水側溝等） 

・水路新設 

・既設水路改良 

２ 既設水路改良の施行の詳細は、工事の施行までに、乙が水路管理者である堰下地区管理組合と協議するものとする。 

３ 甲は、乙の設計成果物を用いて工事を施行するものとする。なお、設計成果物の受け渡し方法については、別途調整するも

のとする。 

（工事の費用負担） 

第５条 第４条第１項に定める工事に要する費用は、乙が全額負担するものとする。 

堰下ガイドウェイ製作・保管ヤード基本協定書 
 



（財産の帰属及び維持管理） 

第６条 工事に伴う造成盛土及び調整池、排水側溝等の附帯設備、新設水路は、ヤード使用期間中は乙に帰属するものとし、

乙が維持管理を実施するものとする。 

２ ヤード使用期間中における、水路の改良に伴う施設の帰属及び維持管理は、乙が堰下管理組合と協議するものとする。 

（財産の引き渡し） 

第７条 ヤード使用期間終了をもって、乙は造成盛土及び調整池、排水側溝等の附帯設備、新設水路を甲に引き渡すものとし、

その後は甲が維持管理を実施するものとする。なお、引き渡し方法の詳細は、甲乙協議し決するものとする。 

２ ヤード使用期間終了後の水路の改良に伴う施設の取り扱いは、甲が堰下管理組合と協議するものとする。 

（用地の処理） 

第８条 乙は工事の施行、ヤードの使用に必要となる用地（別紙３に赤色で示す部分）を、工事に支障がないように土地所有者

より借地するものとする。 

２ 水路新設に伴い必要となる、甲の道路用地の占用については、別途、甲乙協議するものとする。 

３ 甲は、ヤード使用期間終了までに、ヤードの用地を土地所有者より取得するものとする。 

４ 乙のヤード使用期間中に甲が土地所有者より用地を取得した場合、甲は、当該土地所有者から権利及び義務を継承するも

のとする。 

５ 乙は、ヤード使用期間終了と同時に借地契約を解除するものとする。 

堰下ガイドウェイ製作・保管ヤード基本協定書 



（ヤード使用期間の延長） 

第９条 乙は、２０２７年度以降もヤードとして使用する場合、土地所有者より借地し使用するものとし、期間等の詳細は別途甲、

乙、土地所有者にて協議するものとする。 

（施行協定） 

第１０条 第３条に定める工事の工程、第４条に定める工事の施行、第５条に定める費用負担及びその支払いの詳細事項につ

いては、本協定に基づき、協定を別途締結するものとする。 

（行政上の手続き等） 

第１１条 工事の施行に伴う農地転用に係る手続きほか各種行政手続き及び第三者との協議については、乙が実施するものと

し、甲は乙に協力するものとする。 

（損害の負担） 

第１２条 工事の施行に伴い生じた損害の負担については、甲の責めに帰する場合は甲が、乙の責めに帰する場合は乙が処

理するものとする。 

（苦情等の処理） 

第１３条 工事の施行及びヤード使用に伴う第三者からの苦情等については、甲乙協力し速やかに処理するものとする。 

（公開） 

第１４条 甲及び乙は、本協定及びその他の協定の目的を達成するために、本協定に係る資料等を第三者へ公開する必要が

生じた場合は、甲乙協力しあらかじめその対応を協議するものとする。 

堰下ガイドウェイ製作・保管ヤード基本協定書 



（協定の有効期間） 

第１５条 本協定は、第７条に定める造成盛土及び調整池、排水側溝等の附帯設備、新設水路の引き渡しを完了する日まで効

力を有するものとする。 

２ 前項にかかわらず、本項及び第１４条、第１６条は本協定の終了後も有効とする。 

（その他） 

第１６条 本協定に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、甲乙協議して処理するものとする。  

  

以上、協定の締結を証するため、この協定を２通作成し、甲、乙おのおの記名押印のうえ各自１通を保有する。 

平成  年   月   日 

                                       甲  長野県下伊那郡喬木村６６６４ 

                                           喬木村 

                                            村長            市 瀬 直 史 

  

                                       乙  愛知県名古屋市中村区名駅一丁目１番４号 

                                           東海旅客鉄道株式会社 

                                           中央新幹線推進本部 

                                           中央新幹線建設部 

                                           名古屋建設部長     松 野 篤  

 

 

 

 

堰下ガイドウェイ製作・保管ヤード基本協定書 



別紙１（第２条） 

飯田養護学校 

喬木村堰下 
浄化センター 

あじま自動車学校 

     ：工事 
     ：水路新設  
     ：既設水路改良      
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工事

用地取得

借地

ガイドウェイ製作・保管ヤード使用

　工程表

平成３６年度
2024年度

平成３７年度
2025年度

平成３８年度
2026年度

平成３９年度
2027年度

平成３２年度
2020年度

平成３３年度
2021年度

平成３４年度
2022年度

平成３５年度
2023年度

甲
施
行

乙
施
行

平成２９年度
2017年度

平成３０年度
2018年度

平成３１年度
2019年度

年度／四半期

項 目

別紙２（第３条）

（ヤード使用期間）



別紙３（第８条） 

飯田養護学校 

喬木村堰下 
浄化センター 

あじま自動車学校 

     用地 



地区名 

地目別件数 

件数 面積（㎡） 

宅地 田 畑 

１ 阿島北 3 10 13 17,881 

２ 阿島南 1 1 2 ４ 1,739.09 

３ 伊久間 4 1 5 14,142 

４ 小川馬場 3 3 6 3,042.89 

５ 小川両平 5 5 5,670 

６ 加々須 2 2 1,039 

合計 7 23 5 35 43,513.98 

代替地登録状況について （平成30年 2月現在） 

代替地登録制度イメージ

登録者
【代替地提供】

喬木村
【登録・管理】

希望者
【事業用地提供】

①申請・登録

④意志確認

②情報提供

⑤提供

③取得希望



■予算額 315,000千円 

■目的・・・堰下ガイドウェイ事業地の開発に関する工事を実施する。 

■主な予算・・・測量設計委託料       15,000千円 

           工事請負費          280,000千円 

             土地購入費          20,000千円 

 

 

 

H30年度 リニア関連予算 

リニア関連整備事業 

リニア対策関係事業 

■予算額 102,664千円 

■目的・・・リニア中央新幹線建設に関する環境保全や移転対象及び整備効果  

                              を図るための経費 

■主な予算・・・リニア関連業務委託料    2,000千円 

           堰下ＧＷ事業用地取得費 100,000千円 



H30年４月組織改正について 

高速交通対策課 

高速交通対策係 

高速交通対策課 

建設係 

計画調整係 

建設係 

管理係 

建設課 

上下水道係 

環境林務係 

生活環境課 

上下水道係 

住宅林務環境係 

 リニア、三遠南信自動車道事業の進展に伴い、内部の連携を強化するため、
高速交通対策課と建設課の組織改正を行います。 

    【平成２９年４月】     【平成３０年４月】 



今後の予定について（喬木村リニア中央新幹線対策委員会） 

• ガイドウェイ製作・保管ヤードの工事に関する
施行協定書の内容協議。 

• 具体化する日照・排水・騒音等の課題の対応
策に関する内容協議。 

• 本線工事（高架橋・阿島トンネル）の工事計画
に関する内容協議。 

• 新たな課題や意見、要望を検討する中で、必
要に応じ、JR東海に回答・説明を求める。 

 

 

村全体に関わる新たな課題や意見、要望等の情報共有を図ると共に課題解決に
取り組む。 


